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①
原爆ドーム及び

平和記念公園周辺地区

　国指定の名勝であり、また世界遺産である原爆ドームを含む平和記念公

園周辺地区については、世界遺産周辺にふさわしい景観を形成するととも

に、原爆ドームと慰霊碑を貫く南北軸の眺望景観の確保など、平和都市を

象徴する景観づくりを進めます。

② 平和大通り沿道地区

　平和記念公園の南北軸に直交する景観上重要な東西軸である平和大通り

は、戦災復興＊土地区画整理事業により整備され、＊供木運動により培った

緑に覆われた本市を代表するシンボル的な通りであり、平和都市を象徴す

る景観づくりを進めます。

平　和 平和都市広島を象徴する景観づくり

原爆ドーム 平和大通り（ひろしまフラワーフェスティバル）

③ 縮景園周辺地区

　国指定の名勝である縮景園は、本市を代表する由緒ある庭園であり、園

内の視点場からの眺望に配慮するなど、歴史的・文化的なたたずまいと調

和した景観づくりを進めます。

④ 不動院周辺地区

　国宝の金堂、重要文化財に指定されている楼門、鐘楼などの歴史的・文

化的価値を損なうことのないよう、不動院の歴史の深みあるたたずまいと

調和した景観づくりを進めます。

⑤
広島東照宮・

國前寺周辺地区

　「＊二葉の里歴史の散歩道」の沿道に多く立地する広島東照宮や國前寺な

どの神社・仏閣の歴史的資源を生かし、由緒あるたたずまいの街並みと調

和した景観づくりを進めます。

⑥ 広島城・中央公園地区

　国の史跡指定を受けた広島城跡をはじめ、文化・スポーツ施設などの多

様な＊都市機能と公園の持つ緑のオアシス機能が調和した美しい景観づく

りを進めます。

歴史・文化 歴史や文化の香り漂う景観づくり

縮景園 不動院（金堂）

広島東照宮 広島城

景観計画重点地区と景観づくりの方向性
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⑦
リバーフロント・

シーフロント地区

　デルタ市街地を流れる太田川などの河川や海辺は、本市の景観を特徴づ

ける重要な要素であり、これらを生かし、潤いと安らぎのある水辺の景観

づくりを進めます。

⑧ 西風新都地区

　様々な土地利用から構成される変化ある街並みとその背景に連なる緑豊

かな山並みとの調和を図りながら、自然に囲まれた都市拠点にふさわしい

個性的で潤いのある景観づくりを進めます。

水と緑 水と緑を生かした潤いと安らぎのある景観づくり

京橋川河岸緑地（水辺のオープンカフェ） 西風新都（A-CTIY）

⑨ 広島駅新幹線口地区

　＊土地区画整理事業等による＊都市機能の更新と合わせて、二葉山や周辺

の歴史的たたずまいとの調和の図られた、本市の＊都心の一翼を担う陸の

玄関にふさわしい新たな景観づくりを進めます。

⑩ 広島駅南口地区

　再開発による＊都市機能のさらなる更新や駅前広場の再整備が計画され

ている地区であり、本市の＊都心の一翼を担う陸の玄関にふさわしい美し

い景観づくりを進めます。

⑪ 広島市民球場周辺地区
　集客力のある広島市民球場のほか、商業等の新たな＊都市機能の導入と合わ

せて、活力とにぎわいのある広島の顔ともなる新たな景観づくりを進めます。

⑫ 都心幹線道路沿道地区

　広島駅周辺地区と紙屋町・八丁堀地区を結ぶ＊都心の目抜き通りとその

沿道地区を主な区域とし、＊都心にふさわしい風格とにぎわいのある街並

みの景観づくりを進めます。

⑬ 宇品みなと地区
　広島港宇品旅客ターミナルを中心に、本市の海の玄関にふさわしい魅力

にあふれた景観づくりを進めます。

にぎわい・おもてなし にぎわいがあり、おもてなしの心を感じる景観づくり

広島駅新幹線口（駅前広場） 広島駅南口（駅前大橋） 広島市民球場

都心幹線道路（相生通り） 宇品みなと地区周辺

※� 広島大学本部跡地、広島西飛行場跡地等の大規模未利用地については、事業計画の内容や進捗状況を踏まえて、今後 
   の景観計画重点地区として検討していきます。また、旧街道周辺などの優れた景観資源を有する地区についても、地
   区内の景観形成の動向や機運の高まりを見ながら、今後の景観計画重点地区として検討していきます。
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3 一般区域（景観計画重点地区以外）

　景観計画区域のうち、景観計画重点地区以外を一般区域とし、当該地区の建築物や工作物の形態

や色彩・高さなどの共通の基準を適用するとともに、地域住民などの景観まちづくり活動などを通

じて、地域の持つ多様性や特色を生かした景観づくりを進めます。

　以下に例示する地区は、地域に根づく歴史・文化や自然、都市活動によって形成された特徴ある

景観を有する地区であり、市街地形成の特性により四つに分類しています。

　各地区の特徴を踏まえた景観づくりの方向性について、「第7章 2 地区ごとの届出対象行為、景

観形成の方針及び形態意匠の基準等」の「⑭ 一般区域」の中で示し、市民や＊事業者と意識の共有化

を図ります。

市街地形成の特性 例示地区

ア デルタ市街地

Ⓐ 比治山公園地区

Ⓑ 観音マリーナ地区

Ⓒ ＊都心商店街地区

Ⓓ 流川・薬研堀地区

Ⓔ 横川駅周辺地区

Ⓕ 西広島駅周辺地区

イ デルタ周辺部

Ⓖ 旧街道周辺地区（草津、可部など）

Ⓗ 三滝地区

Ⓘ 古川水鳥緑道地区

Ⓙ 太田川リバーフロント地区

Ⓚ 瀬野川リバーフロント地区

Ⓛ 八幡川リバーフロント地区

Ⓜ 井口・商工センター地区

Ⓝ 古市・大町地区

Ⓞ 緑井地区

Ⓟ 高陽地区

Ⓠ 船越地区

Ⓡ 五日市地区

Ⓢ 国道54号佐東地区

Ⓣ 住宅団地地区

ウ 田園地域

Ⓤ 湯来温泉・湯の山温泉地区

Ⓥ 鈴張の棚田地区

Ⓦ 阿戸町里山あーと村地区

Ⓧ 太田川中流域地区

エ 島しょ部
Ⓨ 元宇品地区

Ⓩ 似島地区

一般区域のうち特徴ある景観を有する地区の例示




